
平成２４年 １２月定例議会号 

 蘭越町 
 

（後志管内） 

  

 人口  5,268人 

 面積449.68ｋ㎡ 

 蘭
越
高
校
へ
の
支
援

 

●
平
成
５
年
に
住
民
組
織
に
よ
る

「
間
口
維
持
協
議
会
」
、
平
成
６

年
に
「
蘭
越
高
等
学
校
二
間
口
維

持
施
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

蘭
越
高
校
の
存
続
を
目
的
に
支
援

を
行
う
よ
う
協
議
を
進
め
て
き
た

が
、
平
成
６
年
11
月
に
北
海
道
教

育
委
員
会
は
、
平
成
７
年
度
の
入

学
出
願
者
が
41
人
以
上
で
な
け
れ

ば
一
間
口
に
す
る
「
条
件
付
学
級

議会だより 9３号       １４ 

道
内
行
政
調
査
報
告

 

【
視
察
項
目
】 

◆
道
立
蘭
越
高
校
の
学
校
給 

 

食
に
つ
い
て 

 蘭
越
高
校
の
現
状

 

 

昭
和
23
年
10
月
に
倶
知
安
農

業
高
校
南
尻
別
分
校
と
し
て
設
置

さ
れ
、
季
節
定
時
制
の
町
立
高
校

と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
42
年
に
道
立
高
校
へ
移

管
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
地
元
の

生
徒
を
中
心
と
し
た
高
校
と
し
て 

今
日
ま
で
存
続
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
昭
和
50
年
に
は
生
徒

数
の
増
加
か
ら
普
通
科
１
学
級
増

設
の
３
学
級
と
な
り
、
生
徒
数
も

最
も
多
い
時
期
に
は
全
校
９
ク
ラ

ス
４
０
０
人
を
超
え
た
が
、
昭
和

57
年
度
に
北
海
道
教
育
委
員
会
の

公
立
高
等
学
校
適
正
配
置
に
よ
り

１
学
級
減
の
２
学
級
と
な
り
、
更

に
入
学
希
望
者
の
減
尐
が
続
い
た

こ
と
か
ら
平
成
17
年
度
に
１
学
級

減
で
１
学
年
40
人
学
級
と
な
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
倶
知
安
高
校
を

セ
ン
タ
ー
校
と
す
る
地
域
キ
ャ
ン 

パ
ス
校
の
指
定
と
な
っ
た
。 

減
」
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
町

で
は
「
二
間
口
維
持
施
策
検
討
委

員
会
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
を
踏

ま
え
、
二
間
口
の
安
定
的
確
保
を

図
る
た
め
の
具
体
的
な
支
援
策
と

し
て
、
生
徒
・
保
護
者
が
安
心
し

て
通
学
で
き
る
環
境
作
り
を
進
め 

て
き
た
。 

●
取
り
組
み
例
と
し
て
、
遠
距
離

通
学
生
の
登
下
校
用
と
し
て
「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
」
、
豊
か
な
教

育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
学
校

行
事
や
部
活
動
用
に
使
用
で
き
る

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
」
、
保

 

 産業文教・総務福祉常任委員会及び議会運営

委員会の合同による道内行政調査（１０月１６

～１９日）の報告が第４回定例会において行わ

れました。 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 

 
 

 

 

 

 

   ・３委員会合同 

       道内行政調査報告① 
蘭
越
町
教
育
委
員
会

 
後
志
管
内

 

 

給食センターで説明を受ける 

事  業  名 金額(円) 事 業 内 容 

国際交流事業補助 1,000,000 全額補助（4人分） 

平成7年度から実施 

教科書購入費補助 525,000 全額補助（61人分） 

平成21年度から実施 

ＪＲ通学費補助 819,000 全額補助 

黒松内町からの通学

9人分 

各種検定等 

  受験費補助 

77,000 半額補助 

（延べ102人） 

制服購入費補助 1,102,000 全額補助（19人分） 

合  計 3,523,000  

平成23年度 支援実施状況 

平成24年度新規事業 

２級ヘルパー資格講習受講料補助 198万円 

（全額補助 33人分） 

※資格取得後、地元の特別養護老人ホームやグループ 

 ホームに就職することができる。 
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１５       議会だより 9３号 

た
こ
と
に
よ
り
、
町
税
、
保
険
料
、

保
育
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
、

農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金
、
町

営
住
宅
使
用
料
、
職
員
住
宅
使
用

料
を
含
め
全
11
費
目
（
給
食
費
は

学
校
が
徴
収
）
に
つ
い
て
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
24
年
３
月
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
町
民
周
知
、
金
融
機

関
へ
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
委
託
に
関
す
る

規
則
」
を
制
定
（
４
月
１
日
施
行
）

し
、
４
月
か
ら
運
用
開
始
し
た
。 

【
視
察
項
目
】 

◆
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス 

 

ス
ト
ア
で
の
収
納
に
つ
い
て 

 コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
の
経
緯

 

●
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
多
額
な
導
入
経
費
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
行
政
シ
ス
テ
ム
更

新
時
に
合
わ
せ
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
平
成
22

年
12
月
町
議
会
定
例
会
で
、「
厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
、
税
金
等
の
収

納
率
低
下
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た
納
入

が
可
能
と
な
れ
ば
収
納
率
の
向
上

も
見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
、
引
き
続
き
課
題 

の
検
討
を
行
っ
た
。 

●
平
成
23
年
度
事
業
と
し
て
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
決
定
し

護
者
の
負
担
軽
減
や
生
徒
と
教
職

員
の
交
流
を
か
ね
た
「
学
校
給
食

の
提
供
」
、
国
際
理
解
教
育
の
た

め
の
「
国
際
交
流
事
業
」
な
ど
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
の

教
育
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
き
て 

い
る
。 

●
生
徒
数
や
入
学
希
望
者
の
減
尐

に
よ
り
平
成
17
年
度
に
１
間
口
校

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
行

政
、
小
学
校
、
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
関
係
者
に
よ
る
、
「
蘭
越

高
校
を
地
域
と
共
に
考
え
る
会
」

を
設
立
し
、
さ
ら
に
教
育
活
動
の

充
実
を
図
る
支
援
に
つ
と
め
、
平

成
21
年
度
に
「
通
学
費
助
成
」
、

「
教
科
書
購
入
費
」
な
ど
の
あ
ら 

た
な
助
成
制
度
を
設
け
た
。 

●
昨
年
町
か
ら
蘭
越
高
校
へ
の
支

援
Ｐ
Ｒ
と
し
て
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
い
る
。
20
人
以
上
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
助
成

内
容
を
卒
業
生
、
卒
業
予
定
者
に

３
者
面
談
前
に
地
元
の
高
校
に
進

学
し
て
も
ら
う
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い 

る
。 

 学
校
給
食
の
提
供

 

 

平
成
７
年
度
か
ら
蘭
越
高
校
へ

給
食
を
提
供
し
て
い
る
が
、
当
時

は
９
小
学
校
１
中
学
校
、
給
食
セ

ン
タ
ー
職
員
、
高
校
の
生
徒
教
職

員
１
６
５
人
分
の
約
１
０
３
０
食

を
提
供
し
、
平
成
12
年
度
か
ら
は

更
に
季
節
保
育
所
、
へ
き
地
保
育

所
か
ら
の
要
望
が
あ
り
提
供
先
を

拡
大
し
た
が
、
尐
子
化
に
よ
る
児

童
・
生
徒
数
の
減
尐
に
よ
り
給
食

数
は
減
尐
傾
向
で
、
平
成
24
年
度

で
は
６
１
０
食
の
提
供
と
な
っ
て 

い
る
。 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 
蘭
越
町
の
道
立
高
校
に
対
す
る

学
校
給
食
の
提
供
や
通
学
バ
ス
支

援
な
ど
様
々
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
道
内
各
地
に
あ
る
小
規
模
高

校
所
在
地
に
共
通
す
る
生
徒
の
確

保
対
策
と
し
て
、
課
題
解
決
に
向

け
た
方
策
の
参
考
に
な
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も

佐
呂
間
高
校
の
存
続
、
間
口
維
持

に
向
け
地
域
支
援
の
一
環
と
し
て

高
校
へ
の
「
学
校
給
食
の
提
供
」

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

   ・３委員会合同 

       道内行政調査報告② 

蘭越町給食センター 

長
沼
町
役
場

 空
知
管
内

 

 長沼町 
 

（空知管内） 

  

 人口 11,797人 

 面積168.36ｋ㎡ 

長沼町にて説明を受ける 



平成２４年 １２月定例議会号 

が
多
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。 

●
年
齢
階
層
別
コ
ン
ビ
ニ
利
用
率

は
、
若
年
層
の
利
用
率
が
高
く
、

特
に
軽
自
動
車
税
の
20
代
で
は
半

数
近
い
48
．
５
％
が
コ
ン
ビ
ニ
納

付
し
て
い
る
が
、
年
齢
層
が
高
く

な
る
に
つ
れ
コ
ン
ビ
ニ
納
付
率
は 

低
下
し
て
い
る
。 

●
時
間
帯
別
コ
ン
ビ
ニ
利
用
率
で

は
、
夕
方
５
時
か
ら
夜
９
時
ま
で

が
高
く
、
25
．
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
午
後
３
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま

で
の
利
用
率
は
56
．
２
％
で
、
コ

ン
ビ
ニ
納
付
し
て
い
る
人
の
半
数

以
上
が
金
融
機
関
の
営
業
時
間
外 

の
納
付
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

 

 

 

   ・３委員会合同 

       道内行政調査報告③ 

平
成

24年
度
収
納
状
況

 

●
納
入
方
法
は
、
口
座
振
替
が

61
．
７
％
、
窓
口
納
付
が
38
． 

３
％
と
な
っ
て
い
る
。 

●
費
目
別
コ
ン
ビ
ニ
利
用
率
に
つ

い
て
は
、
窓
口
納
付
者
の
５
人
に

１
人
（
19
．
８
％
）
が
コ
ン
ビ
ニ

を
利
用
し
て
お
り
、
特
に
、
保
育

料
と
職
員
住
宅
使
用
料
の
利
用
率

が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
保
育
料
で
は
共
働
き
夫
婦 

 
 

●
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
納
付
率
は
現

在
20
％
ぐ
ら
い
だ
が
、
今
後
町
民

に
浸
透
す
る
に
つ
れ
利
用
率
は
高

く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と 

考
え
る
。 

●
過
年
度
分
等
滞
納
に
は
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
は
対
応
し
て
い
な
い
た

め
、
分
納
や
臨
戸
徴
収
で
対
応
し 

て
い
る
。 

●
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
後
半
年
だ

が
、
導
入
が
直
接
収
納
率
に
大
き

く
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
納
入
者
か
ら
す
れ
ば
、

納
付
し
や
す
い
環
境
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
で
、
利
便
性
が
高

ま
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
徴
収

す
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
滞
納
者
の 

言
い
訳
を
断
つ
効
果
が
あ
る
。 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
は
、

町
民
ニ
ー
ズ
が
ど
う
で
あ
る
の
か

を
知
る
事
が
最
優
先
で
あ
る
が
、

収
納
率
が
上
が
る
事
が
想
定
さ

れ
、
若
い
世
代
の
コ
ン
ビ
ニ
利
用

度
を
考
え
る
と
、
利
便
性
や
納
付

し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
事
を

含
め
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
時
代

に
即
応
し
た
対
応
が
必
要
と
思
わ

れ
、
併
せ
て
支
所
機
能
も
活
用
す

る
事
が
最
善
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
、
理
事
者
、
議
会
、
町

民
で
十
分
な
論
議
が
必
要
と
思
わ 

れ
る
。 

議会だより 9３号       １６ 

費目別コンビニ利用率（平成24年9月末現在）

25.8%
16.1%

25.1%
17.7%

9.0% 8.6%

46.2%

0.0%

25.8% 20.8%

38.4%

19.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

町民 固定 軽車 国保 介護 後期 保育 下水道 農排水 町住 職住 合計

年齢階層別コンビニ利用率（平成24年9月末現在）

40.7% 35.6%
28.4%

20.4% 15.6%
8.7% 13.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

～29歳 30～39 40～49 50～59 60～69 70歳以上 年齢不詳

美
深
町
議
会

 上
川
管
内

 

【
視
察
項
目
】 

◆
議
会
運
営
に
つ
い
て 

 議
会
報
告
会
に
つ
い
て

 

●
平
成
22
年
11
月
26
日
に
「
議

会
と
町
民
と
の
懇
談
会
」
を
昼
夜

２
回
開
催
し
、
そ
の
後
毎
年
１
回

「
議
会
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
い 

る
。 

●
年
１
回
の
「
議
会
懇
談
会
」
の
ほ

か
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

り
、
重
要
な
案
件
が
あ
る
時
に
は
、

懇
談
会
や
報
告
会
を
行
い
中
間
報

告
や
決
定
事
項
を
報
告
し
て
い

る
。（
合
併
協
議
や
議
員
定
数
協
議 

の
際
に
実
施
し
て
い
る
。
） 

●
実
施
方
法
は
、
市
街
地
で
は
１

会
場
で
議
員
全
員
が
出
席
、
そ
の



平成２４年 １２月定例議会号 

 美深町 
 

（上川管内） 

  

 人口   4,915人 

 面積672.14ｋ㎡ 

   ・３委員会合同 

       道内行政調査報告④ 

他
２
会
場
は
議
員
を
半
数
ず
つ

（
常
任
委
員
を
半
数
ず
つ
）
に
分 

け
て
実
施
し
て
い
る
。 

●
「
議
会
懇
談
会
」
と
は
別
に
、
各

議
員
が
政
務
調
査
報
告
会
を
盛
ん 

に
行
っ
て
い
る
。 

●
そ
の
ほ
か
に
も
、
住
民
か
ら
の

要
望
で
懇
談
会
を
開
く
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
実
施
し
た
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
懇
談
会
で
は
、
参
加
者
が
話

し
や
す
い
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、
各
グ
ル
ー
プ
に
議
員
を
２
名 

ず
つ
配
置
し
た
。 

●
今
ま
で
議
会
運
営
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
開
催
し
て
き
た
が
、

来
年
３
月
に
開
催
す
る
「
議
会
懇

談
会
」
は
広
報
委
員
会
が
行
う
こ 

と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

  
 

 

１７       議会だより 9３号 

美深町議会にて説明を受ける 

議
会
活
性
化
に
つ
い
て

 

●
平
成
21
年
３
月
に
議
会
改
革
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
月
１
～

２
回
、
57
項
目
中
25
項
目
に
つ

い
て
、
１
年
８
か
月
に
わ
た
り
協

議
し
た
。
（
特
別
委
員
会
19
回
、 

部
会
20
回
開
催
） 

●
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

賛
成
、
反
対
両
意
見
あ
っ
た
が
、

改
め
て
条
例
を
制
定
し
な
く
て

も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
や
っ
て

る
と
い
う
意
見
も
あ
り
条
例
制
定 

し
な
か
っ
た
。 

●
任
期
ご
と
に
課
題
を
整
理
し
積

み
上
げ
て
き
た
先
例
や
規
則
の
注

釈
な
ど
、
細
部
に
わ
た
り
記
載
さ

れ
て
い
る
独
自
の
例
規
集
の
存
在

も
議
会
基
本
条
例
の
必
要
性
を
感

じ
さ
せ
な
か
っ
た
理
由
と
な
っ
て 

い
る
。 

●
議
会
傍
聴
者
は
最
近
増
加
傾
向

で
年
平
均

12

～

13

名
来
て
お

り
、
内
訳
は
臨
時
会
も
含
め
常
時

来
る
方
が
２
名
、
そ
の
ほ
か
町
内

会
単
位
で
20
名
近
く
の
方
が
12

月
や
３
月
の
一
般
質
問
を
傍
聴
に 

来
て
い
る
。 

●
傍
聴
者
を
増
や
す
た
め
、
定
例

会
の
１
週
間
前
に
新
聞
折
込
で
一

般
質
問
の
チ
ラ
シ
を
入
れ
た
り
、

全
戸
に
入
っ
て
い
る
防
災
端
末
を

利
用
し
た
り
、
ま
た
、
傍
聴
者
用

の
資
料
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。 

●
政
務
調
査
費
は
平
成
15
年
に
財

政
改
革
の
際
、
常
任
委
員
会
の
道

内
・
道
外
視
察
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
始
ま
っ
た
。
月
１
万
３

０
０
０
円
で
年
間
15
万
６
０
０
０

円
が
一
括
交
付
さ
れ
る
。
領
収
書

は
１
円
ま
で
添
付
し
、
議
長
の
承

認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

る
。 

 

な
お
、
道
内
・
道
外
視
察
は
必

要
に
応
じ
予
算
措
置
さ
れ
る
が
、

基
本
的
に
は
政
務
調
査
費
で
対
応 

す
る
こ
と
に
な
る
。 

●
防
災
端
末
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
議
会
の
動
画
配
信
は

設
置
の
方
向
と
し
て
い
る
が
、
現

段
階
で
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
と 

な
っ
て
い
る
。 

●
ナ
イ
タ
ー
議
会
、
サ
ン
デ
ー
議

会
、
出
前
議
会
は
要
望
が
な
い
た 

め
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
条
例
や
会
議
規
則
等
の
整

理
・
改
正
、
議
会
報
告
会
の
義
務

化
等
を
行
う
こ
と
で
十
分
対
応
で

き
る
と
思
う
こ
と
か
ら
制
定
し
な

く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
た

だ
、
制
定
す
る
に
し
て
も
し
な
い

に
し
て
も
、
町
民
の
意
見
を
聞
き

議
会
で
も
十
分
議
論
を
し
て
い
く 

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。 

 

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
例

規
集
の
整
備
、
政
務
調
査
費
、
一

般
質
問
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

議
員
間
で
の
意
見
交
換
や
特
別
委

員
会
等
を
設
置
す
る
な
ど
議
論
の 

場
が
必
要
と
思
う
。 

 


